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(57)【要約】
【課題】作業用足場と電線または電気設備との垂直方向
における距離を容易にまたは安全に伸ばすことができる
ようにする。
【解決手段】作業用足場としての架線梯子１をその上方
の電線等に支持する支持装置７を、架線梯子１の先端部
に設ける。支持装置７には、一端部にフック１２が接続
されたベルト１１と、ベルト１１を巻き取る巻回装置１
４とを設け、巻回装置１４を、梯子本体６に接続された
パイプ状の支持部材１３の先端側に取り付ける。作業者
は、梯子本体６に乗ったまま巻回装置１４を操作し、ベ
ルト１１を繰り出すことで電線４と架線梯子１との間の
垂直方向の距離を伸ばすことができる。また、作業者は
、巻回装置１４によりベルト１１を巻き取ることで電線
４と架線梯子１との間の垂直方向の距離を縮めることが
できる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長板状または梯子状の足場本体と、
　前記足場本体の上方に位置する電線または電気設備に前記足場本体の長さ方向一端部を
支持すると共に、前記足場本体の前記一端部と前記電線または電気設備との間の垂直方向
の距離を変化させることができる支持装置とを備え、
　前記支持装置は、
　長尺な紐状またはベルト状に形成された長尺部材と、
　前記長尺部材の先端側を前記電線または電気設備に着脱可能に接続する接続部と、
　前記長尺部材の基端側を前記足場本体の前記一端部に接続すると共に、利用者の操作に
応じて前記長尺部材を繰り出しまたは巻き取ることにより前記接続部を前記足場本体の前
記一端部から引き離すことが可能な距離を変化させることができる巻回装置とを備えてい
ることを特徴とする作業用足場。
【請求項２】
　基端側が前記足場本体の前記一端部に接続され、先端側が前記足場本体の前記一端部か
ら離れる方向に伸長する棒状または板状の支持部材を備え、
　前記巻回装置は前記支持部材の先端側に取り付けられ、前記足場本体の前記一端部から
離れた箇所に配置されていることを特徴とする請求項１に記載の作業用足場。
【請求項３】
　前記接続部または前記支持部材の先端部には、前記接続部と前記支持部材の先端部とを
直接接続して固定することができる固定機構が設けられていることを特徴とする請求項２
に記載の作業用足場。
【請求項４】
　前記巻回装置は、前記長尺部材を繰り出す操作と前記長尺部材を巻き取る操作とを選択
的に行うための操作ハンドルを備えていることを特徴とする請求項１ないし３のいずれか
に記載の作業用足場。
【請求項５】
　前記巻回装置は、前記長尺部材の先端側が当該巻回装置から引き出されるのを規制する
ラチェット機構を備えていることを特徴とする請求項１ないし４のいずれかに記載の作業
用足場。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば高所にて送配電設備に関する作業等を行う際に用いることができる作
業用足場に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、鉄塔に支持された碍子の先端に設けられた架線クランプにより電線を固定する
作業や、鉄塔にそれぞれ支持された電線間をジャンパー装置により接続する作業等、送配
電設備に関する作業を行う場合、作業者は作業用足場、例えば架線梯子を用いる。具体的
には、作業者は、架線梯子を、鉄塔から電線に沿って略水平方向に張り出すように設置し
、架線梯子上に乗って鉄塔から少し離れた位置に移動し、その位置で上記作業を行う。
【０００３】
　より具体的には、作業者は、図６に示すように、架線梯子１００の梯子本体１０１の基
端部をロープ１０２により鉄塔の柱部１０３に接続し、梯子本体１０１の先端部をロープ
１０４により電線１０５に接続する。そして、作業者は、梯子本体１０１上に乗り、例え
ば電線１０５の接続端部１０５Ａと、ジャンパー装置のジャンパー線の端部（図示せず）
とを圧縮接続する作業等を行う。なお、図６中の１１０は碍子装置であり、１１１は避雷
器である。
【０００４】
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　なお、下記の特許文献１には、架線梯子の一例が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００８-１８２７９５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、従来の架線梯子１００は、図７に示すように、梯子本体１０１の先端部にフ
ック１０７が設けられ、フック１０７を電線１０５に掛けることにより、梯子本体１０１
の先端部を電線１０５に支持することができる。
【０００７】
　フック１０７は、長さを変えることのできない短い棒状の支持部材１０８を介して梯子
本体１０１の先端部に接続されている。このため、フック１０７を電線１０５に直接掛け
て使用する限り、電線１０５と梯子本体１０１との間の垂直方向の距離は支持部材１０８
の長さによって決まってしまい、これを伸ばすことはできない。
【０００８】
　しかしながら、鉄塔における電線や電気設備の配置は様々であり、作業現場によっては
、電線１０５と梯子本体１０１との垂直方向における距離が短い方が作業性が良くなる場
合もあれば、この距離が長い方が作業性が良くなる場合もある。
【０００９】
　例えば、図７に示す例では、電線１０５と梯子本体１０１の先端部との垂直方向の距離
が短いため、電線１０５の垂れ下がった接続端部１０５Ａが梯子本体１０１よりも下方に
位置している。この状態では、作業者は、電線１０５の接続端部１０５Ａを持ち上げなが
ら作業をしなければならず、作業性が悪い。このような場合には、電線１０５と梯子本体
１０１との間の垂直方向の距離を長くすることが望ましい。そうすれば、電線１０５の接
続端部１０５Ａが梯子本体１０１と電線１０５との間に位置するようになり、接続端部１
０５Ａの高さ位置が、梯子本体１０１上で作業する作業者の手元の高さ位置とほぼ同じに
なるので、作業者は、接続端部１０５Ａを持ち上げずに作業をすることが可能になり、作
業性が良くなる。
【００１０】
　従来、電線１０５と梯子本体１０１との間の垂直方向の距離を長くする場合には、図６
に示すように、電線１０５とフック１０７との間にロープ１０４を介在させる方法を採っ
ている。しかし、この方法には、電線１０５とフック１０７との間をロープ１０４でつな
ぐ作業を行うことが難しいという問題がある。
【００１１】
　すなわち、電線１０５とフック１０７との間をロープ１０４でつなぐ作業は次の通りで
ある。まず、作業者は、梯子本体１０１の基端側をロープ１０２で鉄塔の柱部１０３に接
続すると共に、フック１０７を電線１０５に掛ける。続いて、作業者は、梯子本体１０１
に乗り出し、フック１０７に手が届く位置に達するまで梯子本体１０１の先端側へ梯子本
体１０１上を移動する。続いて、作業者は、電線１０５に掛かった状態のフック１０７に
ロープ１０４の一端側を結び付ける。続いて、作業者は、梯子本体１０１の先端側を手で
支えつつ、電線１０５にぶら下がり、自分の体重が梯子本体１０１にかからないようにす
る。その状態で、作業者は、フック１０７を電線１０５から外し、フック１０７に結び付
けられたロープ１０４を繰り出しながら、梯子本体１０１の先端部を下降させる。電線１
０５と梯子本体１０１との間の垂直方向の距離が適切な距離となったところで、作業者は
、ロープ１０４を繰り出すのを止め、ロープ１０４の他端側を電線１０５に結び付ける。
そして、電線にぶら下がっている状態の作業者は、電線１０５から梯子本体１０１に乗り
移る。
【００１２】
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　このような、電線１０５とフック１０７との間をロープ１０４でつなぐ作業において、
梯子本体１０１を手で支えながら電線１０５にぶら下がる動作は、経験の豊富な熟練の作
業者でなければ困難である。
【００１３】
　また、電線１０５とフック１０７との間をロープ１０４でつないで電線１０５と梯子本
体１０１との間の垂直方向の距離を一旦設定した後は、当該距離を変更することが困難で
ある。
【００１４】
　なお、上記特許文献１に記載された架線梯子では、架線梯子の水平方向の実質的な長さ
（架線梯子の有効長）を伸ばすことができるものの、架線梯子と電線との間の垂直方向の
距離を伸ばすことはできない。
【００１５】
　本発明は例えば上述したような問題に鑑みなされたものであり、本発明の課題は、電線
または電気設備との垂直方向における距離を容易にまたは安全に伸ばし、または縮めるこ
とができる作業用足場を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　上記課題を解決するために、本発明の第１の作業用足場は、長板状または梯子状の足場
本体と、前記足場本体の上方に位置する電線または電気設備に前記足場本体の長さ方向一
端部を支持すると共に、前記足場本体の前記一端部と前記電線または電気設備との間の垂
直方向の距離を変化させることができる支持装置とを備え、前記支持装置は、長尺な紐状
またはベルト状に形成された長尺部材と、前記長尺部材の先端側を前記電線または電気設
備に着脱可能に接続する接続部と、前記長尺部材の基端側を前記足場本体の前記一端部に
接続すると共に、利用者の操作に応じて前記長尺部材を繰り出しまたは巻き取ることによ
り前記接続部を前記足場本体の前記一端部から引き離すことが可能な距離を変化させるこ
とができる巻回装置とを備えていることを特徴とする。
【００１７】
　また、本発明の第２の作業用足場は、上述した本発明の第１の作業用足場において、基
端側が前記足場本体の前記一端部に接続され、先端側が前記足場本体の前記一端部から離
れる方向に伸長する棒状または板状の支持部材を備え、前記巻回装置は前記支持部材の先
端側に取り付けられ、前記足場本体の前記一端部から離れた箇所に配置されていることを
特徴とする。
【００１８】
　また、本発明の第３の作業用足場は、上述した本発明の第２の作業用足場において、前
記接続部または前記支持部材の先端部には、前記接続部と前記支持部材の先端部とを直接
接続して固定することができる固定機構が設けられていることを特徴とする。
【００１９】
　また、本発明の第４の作業用足場は、上述した本発明の第１ないし第３のいずれかの作
業用足場において、前記巻回装置は、前記長尺部材を繰り出す操作と前記長尺部材を巻き
取る操作とを選択的に行うための操作ハンドルを備えていることを特徴とする。
【００２０】
　また、本発明の第５の作業用足場は、上述した本発明の第１ないし第４のいずれかの作
業用足場において、前記巻回装置は、前記長尺部材の先端側が当該巻回装置から引き出さ
れるのを規制するラチェット機構を備えていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、作業用足場と電線または電気設備との間の垂直方向における距離を容
易にまたは安全に伸ばし、または縮めることができる。したがって、作業現場に応じて良
好な作業性を確保することができる。
【図面の簡単な説明】
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【００２２】
【図１】本発明の作業用足場の実施形態である架線梯子等を示す斜視図である。
【図２】本発明の作業用足場の実施形態である架線梯子の支持装置を示す説明図である。
【図３】本発明の作業用足場の実施形態である架線梯子の支持装置において、ベルトが長
く繰り出された状態を示す説明図である。
【図４】本発明の作業用足場の実施形態である架線梯子の巻回装置等を示す説明図である
。
【図５】本発明の作業用足場の実施形態である架線梯子において、フックが支持部材に固
定された状態を示す説明図である。
【図６】従来技術による架線梯子において、フックと電線とをロープを介在させて接続し
た状態を示す斜視図である。
【図７】従来技術による架線梯子において、フックと電線とを直接接続した状態を示す斜
視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明する。図１は、本発明の実
施形態による作業用足場としての架線梯子を示している。図１において、架線梯子１は、
高所にて送配電設備に関する作業を行う足場として用いることができる。例えば、架線梯
子１は、鉄塔の柱部２に碍子装置３を介して接続された電線４の接続端部４Ａに、ジャン
パー装置のジャンパー線（図示せず）を接続する作業を行う足場として用いることができ
る。なお、碍子装置３には避雷器５が取り付けられている。
【００２４】
　架線梯子１は、足場本体としての梯子本体６と、架線梯子１の上方に位置する電線また
は電気設備に梯子本体６の先端部（長さ方向の一端部）を支持する支持装置７とを備えて
いる。また、支持装置７は、梯子本体６の先端部と電線または電気設備との間の垂直方向
の距離を変化させる機能を備えている。本実施形態において、支持装置７は、梯子本体６
の先端部を、その上方に位置する電線４に支持すると共に、梯子本体６の先端部と電線４
との間の垂直方向の距離Ｄを変化させることができる。また、本実施形態における梯子本
体６の長さは、例えばおよそ４メートルないし５メートルであるが、梯子本体６の長さは
４メートル未満でもよいし、５メートルよりも長くてもよい。
【００２５】
　図２ないし図５は支持装置７を示している。図２または図３示すように、支持装置７は
、長尺部材としてのベルト１１と、ベルト１１の先端側を電線または電気設備に着脱可能
に接続する接続部としてのフック１２と、基端側が梯子本体６の先端部に接続され、先端
側が梯子本体６の先端部から離れる方向に伸長する棒状または管状の支持部材１３と、支
持部材１３の先端側に取り付けられ、ベルト１１の基端側を梯子本体６側に接続すると共
に、作業者の操作に応じてベルト１１を繰り出しまたは巻き取る巻回装置１４とを備えて
いる。
【００２６】
　ベルト１１は、例えばおよそ５メートルの長さを有し、幅広であり、引っ張り強度およ
び耐久性に優れた材料、例えばナイロン系素材等により形成されている。なお、ベルト１
１の長さは５メートル未満でもよいし、５メートルよりも長くてもよく、ベルト１１の材
料は、引っ張り強度および耐久性に優れた他の材料を用いてもよい。例えば荷締機に用い
られるベルトをベルト１１として用いることができる。また、長尺部材として、ベルト１
１に代え、ロープまたはワイヤを用いることもできる。
【００２７】
　フック１２とベルト１１は、連結部材１５を介して互いに連結されている。具体的には
、ベルト１１の先端部は連結部材１５の基端側に固定されている。ベルト１１の先端部は
連結部材１５の外周側に固定することが望ましい。架線梯子１の使用を重ねるとベルト１
１に傷みが生じることがあるが、ベルト１１の先端部が連結部材１５の外周側に固定され
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ている構造であれば、作業者は、ベルト１１に傷みがないかどうかを目で容易に確認する
ことができる。
【００２８】
　また、フック１２の基端側は連結部材１５の先端側に、図２中の矢示Ａ方向に回転可能
に取り付けられている。フック１２は、例えば樹脂で覆われた金属材料により鉤状に形成
されており、下向きに大きな荷重がかかっても変形しないような強度を有している。
【００２９】
　また、フック１２および連結部材１５には、リンク状の係止部１６、１７がそれぞれ設
けられている。フック１２を電線または電気設備に掛けた後、係止部１６、１７間にロー
プ等を接続することにより、フック１２が電線または電気設備から外れ落ちるのを防止す
ることができる。
【００３０】
　支持部材１３は、例えば金属材料により形成された、横断面が四角形のパイプ状の部材
である。支持部材１３の基端側は、連結部材１８を介して梯子本体６の先端部に、図２中
の矢示Ｂ方向に回動可能に連結されている。支持部材１３の長さは例えば７０センチメー
トル以上１２０センチメートル以下であることが望ましい。
【００３１】
　巻回装置１４は、図２に示すように、ベルト１１を巻回するドラム部２１と、ドラム部
２１を支持部材１３の先端側に回転可能に支持するドラム支持部２２と、ドラム部２１の
回転を規制する回転規制機構２３と、作業者がベルト１１の繰出と巻取を操作するための
操作ハンドル２４とを備えている。
【００３２】
　ここで、図４は、巻回装置１４のドラム部２１にベルト１１が巻回されている様子を模
式的に示している。図４に示すように、ベルト１１は、その基端部がドラム部２１の巻回
軸に固定されており、その部分を起点としてドラム部２１に巻かれている。また、支持部
材１３の先端側において、巻回装置１４が取り付けられている部分には穴が形成されてお
り、その穴を介し、ドラム部２１の外周側の一部が支持部材１３の内部に潜り込んでいる
。また、ドラム部２１が支持部材１３の内部に潜り込んだ部分からベルト１１の先端側が
支持部材１３の内部に入り込み、パイプ状の支持部材１３の先端側の内部を通って支持部
材１３の先端から支持部材１３の外部へ伸長している。
【００３３】
　回転規制機構２３は２組のラチェット機構を備えており、ドラム部２１および操作ハン
ドル２４は回転規制機構２３の２組のラチェット機構のいずれか一方に切換可能に接続さ
れる。
【００３４】
　回転規制機構２３において、第１のラチェット機構は、ドラム部２１の巻取方向（図４
において時計回り方向）の回転を許容し、繰出方向（図４において反時計回り方向）の回
転を阻止する。操作ハンドル２４が図４中の位置Ｐ１にあるとき、または操作ハンドル２
４が位置Ｐ１、Ｐ２間を回動するときには、ドラム部２１および操作ハンドル２４は第１
のラチェット機構に接続される。操作ハンドル２４が位置Ｐ１から位置Ｐ２に向けて傾け
られるとき、第１のラチェット機構は、操作ハンドル２４の当該動作に伴いドラム部２１
を巻取方向に回転させる。一方、操作ハンドル２４が位置Ｐ２から位置Ｐ１に戻されると
き、第１のラチェット機構は、操作ハンドル２４の当該動作を許容するが、ドラム部２１
の繰出方向の回転を阻止する。作業者は、操作ハンドル２４を位置Ｐ１から位置Ｐ２へ傾
ける動作と、操作ハンドル２４を位置Ｐ２から位置Ｐ１へ戻す動作とを繰り返すことによ
り、ベルト１１をドラム部２１に巻き取ることができる。
【００３５】
　また、回転規制機構２３において、第２のラチェット機構は、ドラム部２１の繰出方向
の回転を許容し、巻取方向の回転を阻止する。操作ハンドル２４が図４中の位置Ｐ１から
位置Ｐ３に移動したとき、ドラム部２１および操作ハンドル２４と接続されるラチェット
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機構が第１のラチェット機構から第２のラチェット機構へ切り換えられる。また、第２の
ラチェット機構は、ドラム部２１を巻取方向に付勢するばねを有している。操作ハンドル
２４が位置Ｐ３から位置Ｐ４に向けて傾けられるとき、第２のラチェット機構は、上記ば
ねの付勢力に抗し、操作ハンドル２４の当該動作に伴いドラム部２１を繰出方向に回転さ
せる。一方、操作ハンドル２４が位置Ｐ４から位置Ｐ３に戻されるとき、第２のラチェッ
ト機構は、操作ハンドル２４の当該動作を許容するが、ドラム部２１の巻取方向の回転を
阻止する。作業者は、操作ハンドル２４を位置Ｐ３から位置Ｐ４へ傾ける動作と、操作ハ
ンドル２４を位置Ｐ４から位置Ｐ３へ戻す動作とを繰り返すことにより、ベルト１１をド
ラム部２１から繰り出すことができる。
【００３６】
　また、このようにして作業者がベルト１１をドラム部２１から繰り出すとき、ドラム部
２１は、第２のラチェット機構が有する上記ばねにより巻取方向に付勢されている。これ
により、梯子本体６に作業者が乗ることによって梯子本体６にかかる荷重のために、ベル
ト１１がドラム部２１から高速に繰り出されるのを防止することができる。
【００３７】
　ベルト１１の繰出が終了したら、作業者は、操作ハンドル２４を位置Ｐ３から位置Ｐ１
へ戻す。これにより、ドラム部２１および操作ハンドル２４と接続されるラチェット機構
が第２のラチェット機構から第１のラチェット機構へ切り換えられる。
【００３８】
　また、支持部材１３における巻回装置１４の取付位置は、図２に示すように、支持部材
１３を梯子本体６の長さ方向に対して垂直に立ち上げたときに、梯子本体６の先端部と巻
回装置１４との間の距離Ｃが例えばおよそ６０センチメートル以上１メートル以下となる
ように設定されている。これにより、巻回装置１４は、梯子本体６の先端部から上方に６
０センチメートルないし１メートル離れた箇所、すなわち、梯子本体６に乗って作業する
作業者の手の届きやすい箇所に配置される。したがって、作業者は、作業をしながら巻回
装置１４を操作し、電線４と梯子本体６との間の垂直方向の距離を容易に変えることがで
きる。
【００３９】
　また、架線梯子１は、図５に示すように、フック１２と支持部材１３とを直接的に接続
して固定する固定機構を有している。固定機構は、フック１２が連結された連結部材１５
の基端側に形成された係止孔２５（図２参照）と、支持部材１３の先端側に取り付けられ
た固定部材としての蝶ねじ２６とを備えている。作業者は、フック１２と連結された連結
部材１５の基端側を支持部材１３の先端からその内部へ挿入する。すると、蝶ねじ２６の
位置と係止孔２５の位置とが一致する。作業者は、蝶ねじ２６を締め付けることにより、
蝶ねじ２６の先端を係止孔２５に挿入することができる。蝶ねじ２６の先端が係止孔２５
に挿入されることにより、フック１２が支持部材１３に固定される。
【００４０】
　送配電設備に関する作業を行う際、まず、作業者は、鉄塔上部の作業現場に架線梯子１
を運ぶ。このとき、架線梯子１のベルト１１はドラム部２１に完全に巻き取られており、
フック１２が蝶ねじ２６により支持部材１３に固定されている。架線梯子１を作業現場に
運んだ後、作業者は、蝶ねじ２６を緩め、蝶ねじ２６の先端を係止孔２５から外す。続い
て、作業者は、梯子本体６の基端側をロープ８で鉄塔の柱部２に接続すると共に、フック
１２を電線４に掛ける。続いて、作業者は、梯子本体６に乗り、梯子本体６の先端側へ移
動し、係止部１６、１７間にロープを接続する。続いて、作業者は、巻回装置１４の操作
ハンドル２４を位置Ｐ１から位置Ｐ３に移動させる。続いて、作業者は、操作ハンドル２
４を位置Ｐ３から位置Ｐ４に傾ける動作と、操作ハンドル２４を位置Ｐ４から位置Ｐ３へ
戻す動作を繰り返し、ベルト１１をドラム部２１から繰り出し、電線４と梯子本体６との
間の垂直方向の距離を設定する。ベルト１１を繰り出すことにより、フック１２を梯子本
体６の先端部から引き離すことが可能な距離が長くなり、その結果、電線４と梯子本体６
との間の垂直方向の距離が伸びる。作業者は、ベルト１１の繰出を、梯子本体６に乗った
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状態まま、手を軽く伸ばして操作ハンドル２４を掴み、位置Ｐ３と位置Ｐ４との間におい
て操作ハンドル２４を往復道させるだけで、電線４と梯子本体６との間の垂直方向の距離
を伸ばすことができる。電線４と梯子本体６との間の垂直方向の距離の設定が完了した後
、作業者は、操作ハンドル２４を位置Ｐ３から位置Ｐ１に戻す。これにより、ドラム部２
１の繰出方向の回転が第１のラチェット機構により阻止され、フック１２と梯子本体６と
を引き離す方向に大きな力が加わっても、ベルト１１がドラム部２１から引き出されるこ
とが防止される。
【００４１】
　また、このようにベルト１１をドラム部２１から繰り出して電線４と梯子本体６との間
の垂直方向の距離を設定した後、当該距離を短くしたいときには、作業者は、梯子本体６
に乗った状態のまま、軽く手を伸ばして操作ハンドル２４を掴み、操作ハンドル２４を位
置Ｐ１から位置Ｐ２へ傾ける動作と、操作ハンドル２４を位置Ｐ２から位置Ｐ１へ戻す動
作を繰り返し、ベルト１１をドラム部２１に巻き取る。
【００４２】
　一方、電線４と梯子本体６との間の垂直方向の距離を長くする必要のない場合には、蝶
ねじ２６によりフック１２を支持部材１３に固定した状態のまま、フック１２を電線４に
掛けてもよい。
【００４３】
　以上、説明した通り、本発明の実施形態の架線梯子１によれば、作業者は、梯子本体６
に乗ったまま、軽く手を伸ばして操作ハンドル２４を掴み、操作ハンドル２４を操作する
だけで、電線４と梯子本体６との間の垂直方向における距離を容易に伸ばし、または縮め
ることができ、これにより、良好な作業性を実現することができる。また、従来の架線梯
子のように、架線梯子を手で支えながら電線にぶら下がってロープの結付作業する必要が
ないため、作業の安全性を高めることができる。
【００４４】
　また、操作ハンドル２４を設けたことにより、作業者はベルト１１の巻取および繰出を
簡単に行うことができる。また、巻回装置１４の２組のラチェット機構により、梯子本体
６にかかる荷重のためにベルト１１がドラム部２１から勢いよく引き出されるのを防止す
ることができ、梯子本体６に大きな振動が生じることを防ぐことができ、作業の安全性を
確保することができる。また、フック１２を支持部材１３に固定する固定機構を設けたこ
とにより、フック１２を支持部材１３に強固に固定することができ、例えば梯子本体６に
重量のある装置を乗せる場合や、強風の中で作業をする場合などに、梯子本体６を電線ま
たは電気設備の下方に強固に支持して作業の安全性を確保することができる。
【００４５】
　なお、本発明の作業用足場は、上述した架線梯子１に限定されない。例えば、梯子本体
６に代え、長板状の足場本体を用いることができる。また、フック１２は電線ではなく、
電気設備に掛けることもできる。また、接続部として、フック１２に代え、カルビナまた
はシャックル等を用いることができる。また、電動式の巻回装置を用いてもよく、押しボ
タンまたはつまみにより、ベルト１１の巻取または繰出を操作できるようにしてもよい。
【００４６】
　また、上述した実施形態では、ベルト１１を支持部材１３の内部を通してフック１２側
に接続する場合を例にあげたが、ベルト１１を支持部材１３の外側を伸ばしてフック１２
側に接続してもよい。また、支持部材１３の形状は板状でもよい。また、支持部材１３の
長さは、７０センチメートル未満でもよいし、１２０センチメートルよりも長くてもよい
。また、巻回装置１４の取付位置は、作業者の手が届きやすい範囲内であれば、梯子本体
６の先端部からの距離が６０センチメートル未満でもよく、または１メートルを超えても
よい。
【００４７】
　また、架線梯子１は、送配電設備に関する作業に限らず、高所や、安全に立つことがで
きない場所で行う装置取付作業、修理作業、塗装作業、監視作業、救助作業等、様々な作
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【００４８】
　また、本発明は、請求の範囲および明細書全体から読み取ることのできる発明の要旨ま
たは思想に反しない範囲で適宜変更可能であり、そのような変更を伴う作業用足場もまた
本発明の技術思想に含まれる。
【符号の説明】
【００４９】
　１　架線梯子
　２　柱部
　３　碍子装置
　４　電線
　５　避雷器
　６　梯子本体
　７　支持装置
　８　ロープ
　１１　ベルト（長尺部材）
　１２　フック（接続部）
　１３　支持部材
　１４　巻回装置
　１５　連結部材
　１６、１７　係止部
　１８　連結部材
　２１　ドラム部
　２２　ドラム支持部
　２３　回転規制機構（ラチェット機構）
　２４　操作ハンドル
　２５　係止孔（固定機構）
　２６　蝶ねじ（固定機構）
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